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１ 件 名 
 
 2019 年度 山口県立大学前期公開授業 
「日本文学史Ⅰ」「メディア文化論」「生命と生活の質特論」の開催について 
 
２  内 容 
山口県立大学では、本学の授業科目の一部を一般公開しています。 

本学教員による講義を学生と一緒に受講してみませんか。 

（受講料 5,000 円：初回の受付時にお支払いください。） 

 

授業名 概  要 ①開催期間 ②会場 ③申込期間 

日本文学史Ⅰ 

上代から中世、それぞれの時期の代表的日本

文学作品を歴史的背景と併せて概説します。 

※定員 5名、先着順 

【全 15 回】 

①4 月 8日(月)～7月 29 日(月) 

14:40～16:10 

②山口県立大学 北キャンパス 

2 号館 B203 教室 

③3月 11 日(月)～4月 5日(金)必着 

メディア文化論 

現代社会におけるメディアの役割と特質につ

いて基礎的知識を身に付けます。 

※定員 5名、先着順 

【全 15 回】 

①4 月 9日(火)～7月 30 日(火) 

14:40～16:10 

②山口県立大学 北キャンパス 

2 号館 B202 教室 

③3 月 11 日(月)～4 月 5 日(金) 必着 

生命と生活の質 

特論 

生命・生活・人生の質について 5つの学問分

野からみなさんと一緒に考え、認識を深めま

す。 

(大学院の授業です) 

【全 15 回】 

①5 月 11 日(土)・5月 18 日(土) 

 5 月 25 日(土)・6月 1日(土) 

 6 月 8 日(土)・7月 6日(土) 

②山口県立大学 北キャンパス 

2 号館 B203 教室 

③3 月 11 日(月)～4 月 24 日(水) 必着 

 
詳しい講義内容・日程については、直接お問合せいただくか別添チラシ（本学ウェブサ
イトにも掲載しています）をご確認ください。なお、教室は変更になる場合があります。 

 



３ 申込方法 
 
ウェブサイトの申込みフォーム、または電話か FAX で希望の科目、住所、氏名（ふりが
な）、電話番号・FAX 番号を申込先 
<山口県立大学地域共生センター共生教育部門> までお知らせください。 

 
４ 申し込み・問い合わせ先 
 
 〒753-8502 山口市桜畠 3丁目 2-1 
山口県立大学地域共生センター 共生教育部門 

 TEL 083-928-3495 
 FAX 083-928-3021 
 ホームページ https://www.ypu.jp/ 



ֶד申込ך׫倯ך♴⟄כ「闌申込剅׀׾ⵃ欽ְֻׁ׌。ֶד申込ך׫倯ך♴⟄כ「闌申込剅׀׾ⵃ欽ְֻׁ׌。

WEBからお申込み
できます。

受講申込みの流れ
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お問合せ・お申込み先

㿊〡源甧㣐㷕�㖑㚖Ⱏ欰٦ةٝإ
〒753-8502 山口市桜畠 3 丁目 2-1
TEL：083-928-3495 　FAX：083-928-3021
URL：https://www.ypu.jp/
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ウェブサイトの申込みフォーム、または下記の申込
書に記載の必要事項をFAX、または電話にてお知ら
せください。
申込期間
日本文学史Ⅰ  3月11日(月)～4月5日(金)（先着5名)
メディア文化論  3月11日(月)～4月5日(金)（先着5名)
生命と生活の質特論  3月11日(月)～4月24日(水)

受講決定者にはメールまたは郵便にて、教室や出
席の確認など受講のご案内をお送りします。

΍申込׫΍申込׫ Ύ「闌寸㹀鸐濼Ύ「闌寸㹀鸐濼

Ώ「闌Ώ「闌

第 1 回目の授業には必ず出席し、受付にて受講
料 5,000 円をお支払いください。

公開授業公開授業
山 口 県 立 大 学  ２０１９年度前期 �

剢։�剢

「闌俱

ぐ�
���ⰼ

山口県立大学では、大学生が受けている授業科目の一部を、地域の
み な さ ま に も 公 開 し て い ま す。学 生 と 一 緒 に 受 講 し て み ま せ ん か。



傈劤俑学〷 （˺俑⻉ⶼ鸡学猰）
�月�日～7月2�日 嫣鹈月曜日 1��0～1610 【全15回】
山口県立大学 北キャンパス 号館 B203教室
䬐䔲教㆞  㕂ꥷ俑⻉学鿇 教䱇  珗歊 猕꧅

٥申込期間：3月11日(月)～4月�日（ꆃ）必着
٥㹀㆞�せ(⯓着갫)

■授業概要

上代から中世（಺ྒྷ時代～࣪ௌ時代）までに成立したさま͡まな日本文学ࡠ඾をとりあげ、それͩれの時期をಝ௅෉けるジϡンルおよび代
表的ࡠ඾を֕ઈし、そのྼ࢛的ഐܢや૮ޕのӪڻ関係について、ࡠ඾の一ઇをనٕ紹介しながら講ٝすることで、日本文化および日本社
会を理解するためのેخ的な知識を養うことを目ࢨします。

ೖຌชָをָ΁。ೖຌのชԿをɼऀ ճをஎる。

※会場、日程等変更になる場合があります。

1 ਈ話の世ֆʗ̡ ʳى事ݻ 日本文学࢛の用語について֕ઈした後、̡ݻ事ى にrىされたݻ代ਈ話を
紹介し、文学のݱ࢟（はじまり）について考える。

回 テーマ 内容

2 上代の「うた」ʗ
代Րངとຬཁॄݻ

ʲຬཁॄ のrௗՐやنىՐངを紹介し、࿪ՐҐ઴のՐངのಝ৯について考
える。

3 中ݻのࢽՐʗ
࿗ӷॄ׿࿪Րॄと࿪ࠕݻ

ʲࠕݻ࿪Րॄ とr̡ ࿪׿࿗ӷॄ をrとりあげ、ฑ҈期のࢽՐのಝ৯と後代΃
のӪࢽ׿、ڻとの関係などについて考える。

4 ෼語の成立ʗ
஝取෼語とґ੐෼語

෼語のૈといわれる̡ ஝取෼語 とr、Ր෼語の代表的ࡠ඾̡ ґ੐෼語 をrと
りあげ、̡ࢱݱ෼語 Ґr઴の෼語のಝ質を考える。

5 ෼語の達成ʗࢱݱ෼語 ෼語文学の最高่とされる̡ ෼語ࢱݱ のrࡠ者と内容について֕ઈし、Հ
໌文学の達成を考える。

6 代ઈ話の世ֆʗݻ
ੴ෼語ॄを中心にࠕ

日本文学࢛におけるઈ話ॄの成立について֕ઈした後、最大のઈ話ॄ̡ ࠕ
ੴ෼語ॄ をrとりあげ、ઈ話文学のಝ質を考える。

7 中世の࿪ՐとՐང 中世を代表するՐॄ̡ ৿ࠕݻ࿪Րॄ をrはじめ、̡ؕ۝ॄ ౵rのՐངの世ֆ
を紹介し、中世の「Ր」のಝ質について考える。

8 ෼語の世ֆʗฑՊ෼語ى܋

9

10

11

12

13

14

࣪ௌ෼語（ޜՂ૴子）の世ֆ

中世の਷ජと日ىʗ
方৐ى・ై ષ૴ଠ

中世のઈ話ʗ
Ӌ治लҪ෼語・࠭ ੶ॄଠ

ܸ文学の成立ʗ೵とڲ言

語り෼の世ֆʗ
ઈ経・ֈ解き・ۄऑ෥߀

まとめʗ
日本文学࢛におけるఽ౹と૓ଆ

ʲଢฑىʳ̡ુը෼語ʳ̡ٝ経ى ౵rの後期ࡠى܋඾を紹介し、ى܋෼語のఴ
֋について考える。

多༹な࣪ௌ෼語（広ٝのޜՂ૴子）の中から、ಝ৯あるࡠ඾をいくつか紹
介し、ֈժとの関連などを௪して、࣪ ௌ෼語としてのಝ質を考える。

教ࡒとしてもよく知られた̡ 方৐ىʳ̡ైષ૴ にrついて֕ઈし、中世の日ى
。についてもৰれる（ߨن）

中世に多༹なఴ֋を見せるઈ話ॄについて、代表的なࡠ඾を紹介しなが
ら、そのฦॄ方法や表ݳのಝ質について考える。

中世に֋՘した最ݻの本֪的ԍܸである೵とڲ言の成立について֕ઈ
し、代表的ࡠ඾を紹介しながら、઎ߨ文学のܩটとఴ֋について考える。

中世ܵ೵の一؂としての語り෼から、߀ऑ෥ۄ・ઈ経・ֈ解きをとりあげ、そ
のಝ৯を֕ઈする。

これまでにѽった上代から中世までの文学のླྀれを振り返り、そのఽ౹と
૓ଆについて考え、本講ٝのまとめとする。15

෼語のఴ֋ʗى܋
ଢฑى・ુ ը෼語・ٝ 経ى

中世を代表するى܋෼語である̡ ฑՊ෼語 のr成立や内容について֕ઈ
し、ى܋෼語のಝ質を考える。



俑⻉論（㕂ꥷ俑⻉学猰）،؍رً

■授業概要

人間と社会を஧立ちするものとしてのメディアのྼ࢛や時代͟との役ׄの変યについて֕؏します。৿ซやテレビなどのマスメディアのౌ
৖Ґ後、大़のভඇ文化の一部として生まれてきたさま͡ まなメディアについても紹介します。ಕ具として生まれたはͥのメディアが人々を૤
。するՆ೵性を༙する問題点などについても、事例をとりあげつつ深く考えていきますࡠ

1 メディア文化研ڂ΃のডଶ メディアとは何か。メディア文化とは何か。講ٝ内容のઈ໎。઴ൔはેخ理
論ฦ、中൭はྼ࢛事例ฦ、後ൔは同時代ฦ とする。

回 テーマ 内容

2 ① 理論ฦેخ
「ૻりघレϗル」の分ੵ

マス・αミϣωίーション研ڂのخ本的分ੵスνンスを紹介。その第1回は
。൥理論を֕ઈし、੕治とメディアの関係を考えるو

3 ② 理論ฦેخ
「メディア・レϗル」の分ੵ

マス・αミϣωίーション研ڂの中֫となるメディア組৭とαンテンς分ੵ
についての代表的研ڂを紹介する。

4 理論ฦᶇેخ
「णけघレϗル」の分ੵ

マス・メディアްՎ論のྼ࢛的なླྀれと、੟んにߨわれているΨーディエン
ス（णけघ）レϗルの研ڂについて紹介する。

5 ① 事例ฦ࢛ྼ
ธ国ジϡーψリθϞのࢧ想的ഐܢ

ธ国৿ซ࢛を֕؏し、「言論の自由」に関するࢧ想的ًݱと20世نにおけ
る৿ซの大़化がもたらしたӪڻについて考える。

6 事例ฦ②໎治における࢛ྼ
国際化と日本৿ซ࢛

日本における৿ซ࢛を֕؏し、ಝに日࿒ક૬報ಕの例をもとに、当時の国
際情੐と国際報ಕの関係を考ࡱする。

7 世ֆ大ક࣏事例ฦᶇ第二࢛ྼ
における৿ซ・ラジΨ・ӫժ

ຮय事変から第二࣏世ֆ大કにࢺるまでの日ธ報ಕをർֳし、ક時の日
ธ૮ޕの「త」のイメージがいかに形成されたかを୵る。

8 、事例ฦᶈ国際連合の理想࢛ྼ
Ϥϋスαのேક

9

10

11

12

13

14

0�事例ฦᶊ࢛ྼ年代の຿ଔ
จ૬と国際世論

事例ฦᶋ࢛ྼ
��11報ಕとテロリθϞ

同時代ฦ ① ʽ国際交ླྀ  ʾ交ཻ׷
学生と日本のアωメーションを見る

同時代ฦ②
広報文化֐交とソϓトϏワー

同時代ฦᶇソーシϡルメディア
時代のϓΥイク・ωϣース

学生によるプレゼンテーション
とレϛート఑ड़・қ見交׷

ϗトψϞક૬をおணの間に಩けたテレビの役ׄを考ࡱし、౨੤ྮકにおけ
る「情報」の役ׄを୵る。

「຿ଔ」がΫーワードになる�0年代Ґ߳の国際報ಕのಝ௅を理解し、ࡑݳ
におけるメディアの役ׄを୵る。

��11報ಕとイラクક૬報ಕを例に、21世نにおける国際ジϡーψリθϞと
メディアの問題点と課題を୵る。

日本文化のে௅となっているアωメ・マンガ。交ཻ׷学生と一緒に日本のア
ωメーションを見てメディア文化を考える。

౨ښΨリンϒックも世ֆҪࢊも日本のソϓトϏワーકྲྀの一部である。日
ธの例を中心に「ソϓトϏワー」のޭとӪを考ࡱする。

間にとびかう「ϓΥイク・ωϣース」が問題になっている。ϋットメディۯ616
ア時代における「事ࣰ」とは何かを考える。

これまでの講ٝを΀まえて、自分なりの「メディア文化論」を文章で表ݳし、
ಆで発表する。15޳

事例ฦᶉϗトψϞક૬と࢛ྼ
テレビ・ジϡーψリθϞ

第二࣏世ֆ大કの経験を΀まえてઅ立された国際連合が、ฑ࿪ߑ஛の理
想をどのようにܟげ、どのように「࠵઄」したか。

٥申込期間：3月11日(月)～4月�日（ꆃ）必着
٥㹀㆞�せ(⯓着갫)

�月�日～7月30日 嫣鹈抟曜日 1��0～1610 【全15回】
山口県立大学 北キャンパス 号館 B202教室
䬐䔲教㆞  㕂ꥷ俑⻉学鿇 教䱇  し劤 猕㶨

େऀճにϟυΡΠ͗΍たΔ͢ݳ た΍のͳͅ େऀճにϟυΡΠ͗΍たΔ͢ݳ。 た΍のͳͅ 。

※会場、日程等変更になる場合があります。



1

5/11
(土)

10：25～
11：55

QOLとは何だろうか。第1回目は、これから、どのような視点で何に焦
点を合わせて論じようとしているかについて、５人の講師が語ります。

回 日程 時間 内容

2 12：55～
14：25

年齢を経るに連れて乗り越える心理的課題は変化する。この課題につ
いて母子関係の重要性を中心に、乳幼児期、学童期に沿って紹介する。

3 14：40～
16：10

1回目に引き続き青年期、成人期、老年期に沿って紹介する。個人の
体験の振り返りのきっかけや、周囲との関わり方のヒントとして想像
を広げながら一緒に考えていきたい。

4
5/18
(土)

8：40～
10：10

国と国の間の異文化理解だけではなく、世代間、性別間、地域間の
異文化理解を考える。

5 10：25～
11：55

ワークショップ形式で「異文化理解をするために必要なこととは何か」
について考え、また異文化理解の学問からの考え方について学ぶ。

6
5/25
(土)

8：40～
10：10

そもそもQOLってなんだろう。自分にとってはどうだろう。QOLと栄
養・食生活に関係はあるのだろうか。身近なところから考えてみたい。

7 10：25～
11：55

「健康な暮らし」を考えるとき、食生活は重要な要素になる。「QOLを
高める食生活」とはどのようなものか多角的に考えてみたい。

8
6/1
(土)

8：40～
10：10

9

10
6/8
(土)

11

12

7/6
(土)

13

14

8：40～
10：10

10：25～
11：55

8：40～
10：10

10：25～
11：55

12：55～
14：25

14：40～
16：10

成年後見制度は、本人のQOLの維持・向上に役立っているか。どの
ようにすれば役立てることができるか。具体的事例から考えたい。

身近な生活がテクノロジーとともにどのように変化していくのかを
考えてみる。メディアを活用した情報発信などの視点からアプロー
チし、QOLはどのように変化していくのか多角的に考えたい。

ワークショップ形式を交え、「テクノロジーと生活の関係性」につい
て考える。また、最終日のディスカッションとプレゼンテーションに
向けてグループ分けし、課題についてどう取り組むかを話し合う。

学生は、分科会（担当教員別に第１～第５分科会）に参加し、ディス
カッションをする。教員は、分科会に参加し、助言する。

学生は引き続き同じ分科会でディスカッションをし、全体会での発
表をまとめる。教員は、分科会に参加し、助言する。

第１、第２および第３分科会での討論の内容を全体会で学生代表が
発表し、その発表について参加者全員でディスカッションする。

第４、第５分科会での討論の内容を全体会で学生代表が発表し、そ
の発表について参加者全員でディスカッションする。
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担当教員
全員

担当教員

看護栄養
学部

佐々木 直美

国際文化
学部

ウイルソン・
エイミー

看護栄養
学部

乃木 章子

社会福祉
学部

藪本 知二

国際文化
学部

倉田 研治

担当教員
全員

10：25～
11：55

ACPとは何だろうか。ACPとアドバンスディレクティブ、リビングウィル
などとの関係について整理する。また、厚労省「人生の最終段階にお
ける医療の決定プロセスに関するガイドライン」について考えたい。

授業ガイダンスと
イントロダクション

テーマ

心 理 発 達 的 視 点から
QOLについて考える①

心 理 発 達 的 視 点から
QOLについて考える②

異文化理解がもたらす
QOL①

異文化理解がもたらす
QOL②

栄養学から
QOLについて考える①

栄養学から
QOLについて考える②

法学から
QOLを考える②

テクノロジーと
QOLについて考える①

テクノロジーと
QOLについて考える②

分科会・
ディスカッション①

分科会・
ディスカッション②

分科会報告
（第１～第３分科会）

分科会報告
（第４～第５分科会）

法学から
QOLを考える①

※会場、日程等変更になる場合があります。

回 日程 時間 内容 担当教員テーマ

生命・生活・人生の質を高めるために考えよう。

生命と生活の質特論（大学院）
5月11日～7月6日 土曜日 【全15回】
山口県立大学 北キャンパス 2号館 B203教室

■授業概要

いま大きな危機にさらされている私たちの生命・生活・人生の質（quality of life)
を複眼的な視点で問い、自由なディスカッションやワークショップ形式の学び合
いの中で認識を深めていきます。

申込期間：3月11日(月)～4月24日（水）必着


